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担
い
手
確
保
へ
環
境
整
備
が
更
に
前
進
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ura

二
〇
二
一
年
度
意
見
交
換
会
を
振
り
返
る

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
原
則
適
用
す
る
方
針

を
掲
げ
る
。日
建
連
の
池
田
謙
太
郎
イ
ン

フ
ラ
再
生
委
員
長
は「
現
場
レ
ベ
ル
の
効

果
検
証
が
必
要
」と
し
、活
用
工
事
の
大

幅
な
拡
大
を
求
め
た
。中
国
地
整
は
産
官

学
の
有
識
者
会
議
で
有
効
活
用
を
検
討

　

日
本
建
設
業
連
合
会（
日
建
連
）と

国
土
交
通
省（
国
交
省
）の
地
方
整
備
局

（
地
整
）な
ど
公
共
発
注
機
関
に
よ
る
二

〇
二
一
年
度「
公
共
工
事
の
諸
課
題
に

関
す
る
意
見
交
換
会
」が
五
月
十
二
日
の

関
東
地
区
を
皮
切
り
に
、六
月
十
五
日

の
九
州
地
区
ま
で
約
一
カ
月
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
配
慮
し
昨
年
に
続
き
、全
地
区
と
も

W
E
B
開
催
と
な
っ
た
。生
産
性
向
上
や

担
い
手
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、公
共
工

事
の
制
度
や
現
場
運
営
の
課
題
を
本
音

で
議
論
し
た
。

適
正
な
工
期
設
定
が
不
可
欠

　

昨
年
七
月
に
中
央
建
設
業
審
議
会（
中

建
審
）で
決
ま
っ
た「
工
期
に
関
す
る
基

準
」で
著
し
く
短
い
工
期
で
の
請
負
契
約

の
締
結
が
禁
止
さ
れ
た
。し
か
し
、日
建

連
の
調
査
で
は
全
体
の
約
半
数
の
現
場
で

し
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）を
推
進
す
る
た
め
、受
発
注
者
と
も

対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
が
急
務
だ
。

各
地
整
は
、地
方
自
治
体
職
員
や
民
間

技
術
者
も
対
象
と
す
る
研
修
施
設
を
設

「
工
期
が
短
す
ぎ
る
」と
い
う
結
果
が
出

て
い
る
。工
期
の
不
足
分
は
土
曜
日
の
稼

働
や
平
日
の
残
業
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト（
Ｐ

Ｃ
ａ
）化
や
施
工
パ
ー
テ
ィ
ー
数
の
増
加

な
ど
施
工
加
速
化
策
と
い
っ
た
施
工
者
の

努
力
で
補
っ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

　

二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
建
設
業
に
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
。

佐
藤
健
人
公
共
積
算
委
員
長
は「（
工
期

を
守
る
た
め
に
）半
数
以
上
の
現
場
で
社

員
の
時
間
外
労
働
が（
規
制
の
）上
限
を

超
え
て
い
る
」と
現
状
を
説
明
。「
受
発

注
者
双
方
で（
工
期
に
関
す
る
）基
準
を

順
守
す
る
た
め
に
も
発
注
者
に
よ
る
適

切
な
工
期
設
定
が
必
要
だ
」と
訴
え
た
。

工
期
を
設
定
し
た
前
提
と
な
る
条
件
の

明
示
や
工
程
の
共
同
管
理
の
必
要
性
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、各
地
整
ら
が
対
応

の
充
実
を
約
束
し
た
。

　

日
建
連
の
清
水
琢
三
土
木
本
部
副
本

部
長
は「
忙
し
い
時
に
休
み
な
く
作
業
し

置
。先
行
す
る
関
東
、中
部
、近
畿
、九

州
の
四
地
整
は
五
月
下
旬
ま
で
に
運
用

を
開
始
し
た
。日
建
連
は
、自
動
・
自
律

施
工
の
民
間
技
術
を
活
用
し
た
モ
デ
ル

工
事
の
試
行
も
提
案
し
た
。茅
野
正
恭
公

共
工
事
委
員
長
は「
新
技
術
が
広
ま
れ

ば
、従
来
関
心
の
な
か
っ
た
人
に
も
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
」と

担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
も
有
効
性
を

強
調
し
た
。

新
３
Ｋ
プ
ラ
ス
Ｋ
へ
業
界
変
革

　

処
遇
改
善
の
切
り
札
と
さ
れ
る
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
）。二
〇
二
三
年
度
か
ら
の
民
間
工
事

も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
工
事
で
の
完
全
実

施
ま
で
残
り
二
年
を
切
っ
た
が
、技
能
者

に
加
入
メ
リ
ッ
ト
が
伝
わ
ら
ず
、登
録
が

進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。「
我
々
の

魅
力
づ
く
り
と
発
注
者
の
義
務
化
に
よ

り
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
業
界
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

機
能
さ
せ
将
来
世
代
へ
の
贈
り
物
に
し

た
い
」。押
味
至
一
土
木
本
部
長
は
各
地

区
の
意
見
交
換
会
で
義
務
化
の
必
要
性

を
繰
り
返
し
訴
え
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、日
建
連
の
前
身
の

て
、余
裕
の
あ
る
時
に
休
み
を
取
る
の
で

は
通
用
し
な
く
な
る
」と
危
機
感
を
募
ら

せ
る
。土
日
の
休
み
が
当
た
り
前
と
い
う

環
境
で
育
っ
た
世
代
に
と
っ
て
、慣
れ
親

し
ん
だ
土
日
に
休
め
る
環
境
が
前
提
に

な
い
と
入
職
は
望
め
な
い
。中
部
地
整
は

本
年
度
、本
官
工
事
を
完
全
週
休
二
日

（
毎
週
土
日
・
祝
日
を
現
場
休
工
）に
す

る
と
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

Ｄ
Ｘ
対
応
人
材
の
育
成
急
務

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対

策
と
し
て
、国
交
省
や
高
速
道
路
会
社
の

現
場
で
遠
隔
臨
場
の
導
入
が
進
ん
だ
。日

建
連
の
田
中
茂
義
公
共
契
約
委
員
長
は

「
現
場
ま
で
の
移
動
時
間
削
減
だ
け
で
な

く
、書
類
を
事
前
に
確
認
し
、的
を
絞
っ

た
効
果
的
な
検
査
が
で
き
る
」と
メ
リ
ッ

ト
を
強
調
す
る
。愛
知
県
な
ど
多
く
の
自

治
体
が
本
年
度
か
ら
遠
隔
臨
場
の
試
行

日
本
土
木
工
業
協
会
時
代
か
ら
通
算
で

二
七
回
目
。土
木
本
部
長
就
任
後
、初
め

て
意
見
交
換
会
に
臨
ん
だ
押
味
本
部
長

は「
各
地
整
は
競
い
合
い
な
が
ら
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
」と
印
象
を
語
っ
た
。

一
〇
年
程
前
に
施
策
展
開
力
が
全
地
整

で
最
下
位
の
評
価
だ
っ
た
の
を
バ
ネ
に
、

い
く
つ
も
の
施
策
で
先
進
的
な
取
組
み

を
見
せ
る
北
海
道
開
発
局
の
倉
内
公
嘉

局
長
は「
意
見
交
換
を
重
ね
る
こ
と
で
互

い
の
立
場
や
考
え
方
の
理
解
が
進
ん
で

き
た
。ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま
っ
て
き
た
」と

成
果
を
強
調
し
た
。

　
「
話
し
合
わ
れ
た
テ
ー
マ
の
多
く
は
、

担
い
手
確
保
と
い
う
大
き
な
目
標
に
つ

な
が
る
よ
う
に
感
じ
た
」。東
北
地
整
の

梅
野
修
一
局
長
が
そ
う
指
摘
す
る
よ
う

に
、今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
担
い
手
確

保
へ
の
危
機
感
を
受
発
注
者
で
共
有
し

た
。佐
藤
公
共
積
算
委
員
長
は
四
国
地

区
の
意
見
交
換
で「
新
３
Ｋ（
給
与
・
休

暇
・
希
望
）プ
ラ
ス
Ｋ
」を
提
唱
。「
最
後

の
Ｋ
は『
か
っ
こ
い
い
』の
Ｋ
。若
い
世
代

に
と
っ
て
こ
の
要
素
は
外
せ
な
い
。担
い

手
確
保
の
観
点
か
ら
も
Ｄ
Ｘ
に
本
気
に

な
っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
」と

訴
え
た
。

に
乗
り
出
す
と
表
明
し
た
。先
行
す
る
高

知
県
で
は
、在
宅
勤
務
時
な
ど
に
も
遠

隔
臨
場
に
対
応
で
き
る
よ
う
、三
月
に
出

先
機
関
の
工
事
監
督
職
員
全
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し
た
。

　

週
休
二
日
の
実
現
に
は
生
産
性
向
上

が
欠
か
せ
な
い
。こ
こ
数
年
、継
続
し
て

議
論
し
て
き
た
の
が
Ｐ
Ｃ
ａ
の
採
用
だ
。

日
建
連
は
北
陸
地
整
が
作
成
し
た
Ｐ
Ｃ

ａ
選
定
フ
ロ
ー（
案
）を
事
例
に
、省
人

化
や
工
期
短
縮
な
ど
コ
ス
ト
以
外
の
効

果
を
評
価
す
る
仕
組
み
の
導
入
を
要
望

し
て
い
る
。近
畿
地
整
は
直
轄
土
木
工
事

の
Ｐ
Ｃ
ａ
の
標
準
化
や
選
定
の
た
め
の
評

価
指
標
を
検
討
す
る
た
め
、有
識
者
や

日
建
連
な
ど
関
連
団
体
を
交
え
た
検
討

会
を
五
月
に
発
足
。来
年
度
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
公
表
を
目
指
す
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
。こ
の
動
き
に
対
し
各
地
整
が
注

視
す
る
考
え
を
表
明
し
た
。

　

国
交
省
は
二
〇
二
三
年
度
ま
で
に
Ｂ

昨年に続き全地区ともWEB開催に。東京都中央区の日建連本部と各地方整備局などをリモートで結んで意見を交わした。
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